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１．研究計画の概要 
	
 ２段階の目標を設定した． 
（１）まず日本手話（以下，JSL）の実証的
研究を進めるため，単純な語彙リストではな
く，メタデータまで完備した，文レベルのコ
ーパスを作成する事である．特に類辞（CL）
を含む構文（移動構文）を中心に作成する． 
 
（２）（１）を作成する為に集めたデータを
利用した実証的構文研究が第２段階の目標
である．日本手話（JSL）では，動詞の主語
や目的語にあたる手形（CL）等が動詞に包合
されることがあるが，多くは移動構文内の経
路動詞にあらわれる．この CLが典型的にあ
らわれる経路動詞と，様態動詞との組み合わ
せによる連続動詞移動構文（様態動詞 V1＋
経路動詞 V2）内で，選択される動詞の種類, 
CL の種類やあらわれ方を精査した．またこ
の移動構文から発展した別の関連構文にお
いても，基本的な移動構文と同様の構造，ル
ール，傾向が引き継がれるのか，またどのよ
うな過程を経て発展しているのかを考察す
る．またこれらの知見を，音声言語における
連続動詞構文等の研究結果と比較し，音声言
語も含めた一般言語学に資する理論化を目
指した． 
 
 
２．研究の進捗状況 
概要の目標毎に成果を記述する． 
（１）本研究ではまず JSLを第 1言語とする
サイナーによる，自然な語りや会話，日本語
の JSL 翻訳，ビデオ映像の JSL 記述等，複
数の方法で映像データを撮影し，整理し，デ
ータベースを作成した． 
 

（２）（１）で収集したデータ分析の結果，
以下の事が明らかになった．  
①JSL の移動構文は様態動詞 V1+経路動詞
V2の組み合わせで表現され，V1に否定辞や
アスペクト等の要素は付かず，間に別の語や
「間」が入らない連続動詞（SVC）形式をと
る場合が頻繁に観察される．その時主にいわ
ゆるEntity CLがV2にあらわれる。V2が「行
く」の場合，1)様態, 2)付随, 3)目的, 4)勧誘, 5)
命令のタイプが区別され，V1 では，タイプ
毎に，様態では様態移動動詞のみ，付随・目
的では行動動詞のみ，勧誘・命令では両方の
動詞が現れるという区別があり，V2 では音
韻，形態，ゴールへの一致などに関して段階
的区別があり，1)から 5)へと文法化のプロセ
スを踏んでいる． 
②この文法化の傾向は，Shibatani(2007)で，
音声言語に対して提案された，文法化を容易
にさせる環境条件に一致するので，手話特有
の現象でなく，音声言語にも普遍的な傾向で
ある． 
③V2が「来る」の時のみ，V1の意味（移動
Vか変化 Vか瞬間 Vか）に従って，構文全体
が「状況の変化」，「未来に起こる変化」，「未
来（の予測）」を表す要素となりうる．「来る」
から未来表現が生まれる過程は，言語全般に
見られる文法化のプロセスを踏んでおり，日
本手話独特の文法化ではない．Bybee(1994)
は「未来」の時制を表す表現は文法化の過程
で必ず「意図」の意味を表す過程を経ると主
張しているが，日本手話においてこのような
過程は見られず，Bybeeの主張の反例となる．
④様態動詞一つだけで（経路動詞 V2 がなく
SVC 形式を取らずとも），「（終点への）視線
（及び体の向き）」があれば，移動表現が成
立する． 
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３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
（１）データ収集については，データのタイ
プ（翻訳か，映像記述か等）についても，量
についても，当初の目標以上にすすんでいる
ことから，映像の処理には予定より少々時間
がかかっている状態である． 
 
（２）分析については概ね計画通りにすすん
でいる． 
 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
（１）データ収集が当初の目標以上にすすん
でおり，撮影できた映像の量が多い事から，
当初想定した以上の時間がその処理にかか
っているので，機械的に処理できる部分につ
いては補助員等に依頼して効率化をすすめ
て行くことを考える．また撮影の方法につい
ても，映像記述の場合，手元で操作した映像
をそのままコンサルタントにも同時に見て
もらいながら JSL 表現をしてもらい，それを
そのまま撮影できるように，撮影システムを
整える等，効率的で正確なデータ映像の撮影
をすすめるように工夫する．	
 
	
 
（２）今後も計画通りにすすめて行く．	
 
	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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